
埋設管を可視化して、安全に施工 

 

１．事例概要 

本工事では、法面保護工を施工する法面内に供用中の地中埋設管が敷設されていたため、鉄筋挿入工

において埋設管を損傷するリスクが懸念された。（写真 1）また、地中埋設管の位置は図面に記載され

ていたが、図面通りの位置にあるかどうか不明であったため、埋設管の位置を確認する必要があった。 

上記の課題を解決するために、法面上部より鉛直ボーリングを実施し、埋設管位置の探査を行った。

探査ボーリングでは全削孔にプラスチックビットを採用し、埋設管損傷のリスクを軽減した。（写真 

2）また、探査ボーリングの結果から、埋設管を 3次元化（BIM/CIM）で表現し（図 1）、変更計画にお

ける鉄筋挿入ボルトの配置や、ボルトと既設管との離隔や位置関係の説明資料として発注者との協議打

合せに活用した(図 2、写真 3)。 
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写真 1 法面保護工施工箇所 写真 2 法面探査ボーリング状況 写真 3 協議打合せ状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 3 次元化（BIM/CIM） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．採用の効果 

①3次元化により、様々な問題点（リスク）の抽出が可能となり、協

力会社との施工検討会でも役立ち、埋設管損傷等の工務災害防止に対

して有効活用することができた（写真 4）。 

②協力会社との作業手順周知会等にも活用し、既設管の位置と鉄筋挿

入ボルトの離隔や位置関係を見える化したことで、安全性の向上につ

ながった（写真 5）。 

③発注者からも、今回の探査結果により当時の図面との整合性や本施

工での既設管損傷に対する安全性が確認できたことで、評価を得られ

た。 

 

３．課題 

3次元化（BIM/CIM）するに当たっては、3次元ソフトを扱うことが

できる高性能パソコンが必要となること。また、3次元モデルを作成

できる技術者が必要であることが課題である。 

 

ボルト配置 

 

石積背面(下方から) 

 

石積背面(既設管離隔) 

 

3 次元化 

図 2 地中埋設管の干渉チェック 

写真 4 施工検討会 

写真 5 作業手順周知会 


